
記事 8

「標準設計」は本来,既 に死語の様な気も

するが,土 木構造物のデザインをお手伝いし

ていると,少 なくとも標準設計 「的」な設計

には, しばしば出逢う。そして,大 抵の場合,
「これが一番安い」という枕詞が付いてくる。

こうした標準的な設計が安あがりであるとい

うことには,い くつか理由があるのだろう。

明快に思いつく理由のひとつは,そ れぞれの

パーツが大量生産できることだろうか。例え

ば, コンクリー ト製品の場合,鋼 製型枠を

使っても,そ んなに何度も転用出来るもので

もないが,い ずれにせよ,大 量生産がコスト

を下げることは間違いないだろう。しかし,

その一方で,そ れぞれの現場条件が異なるに

も拘わらず,全 国で同じものが通用すると言

うことは,そ れだけ,無 駄も多いと言うこと

も意味している。実際に,デ ザインのお手伝

いをしていて,景 観の観点から様々な工夫を

した結果,デ ザインが良くなるとともに,コ

ストも下がると言うことが存外に多い。偽ら

ざる,筆 者の実感である。標準的な設計は,

現場の状況や,構 造的な工夫と無縁であるが

為に,案 外,ち よつとした工夫で,安 くもな

るのである。

*

そもそも標準設計は,安 く作るために開発

されたものではない。明治時代に作られた,

鉄道の標準設計。高度成長期に作られた,道

路の標準設計,護 岸の標準設計。極めつけは

東海道新幹線であろうか。大河川に架かる橋

梁は,全 てワーレントラスで,色 まで同じで

ある。いずれの標準設計も,「安く作るた

め」というよりは,「早く作るため」である

といった方がいいだろう。あまたの名橋のよ

うに,珠 玉の実力派エンジエアが,ひ とつひ

とつディテールまで丁寧に設計したり,構 造

的に斬新な工夫を凝らしたりしていては,求

められる整備スピードに追いつかない。標準

設計は,そ う言う時代だかちこそ登場してい

るのだ。明治時代から,戦 前は, 日本が破竹

の勢いで,国 内と大陸に鉄道を敷いた時代で

ある。高度成長期は,「日本に道路はない」

などと,ワ トキンス調査団に予旨摘されて以降,

日本の経済成長を支えるべく急速に道路整備

を進めた時代である。それと同時に,急 激に

進む都市化に対応して,都 市河川の治水整備

を迅速に行わなければならなかった時代であ

る。いずれも,本 当ならまだまだ見習いと

いったエンジエアまで担ぎ出して,あ つとい

う間に設計が完了する体制を採る必要があつ

た時代だつた。施工についてもまた然りであ

る。熟練エンジエアが居なくても:な んとか

同じものなら比較的簡単に早く作っていける。
一刻も早く作る。そのために,標 準設計は,

最大の武器となった。

*

かくして, 日本は鉄道も,道 路も,都 市河

川も,標 準設計のおかげで,そ の整備になん

とか成功した。明治以降の日本の近代化,そ

して,高 度経済成長は,標 準設計によって下

支えされたといってよい。「標準設計は, 日

本を救った」と言つたら大げさだろうか。と

もあれ,時 代の要請に機敏に対応し,そ の体

制を創り上げた土木の諸先輩に,大 いに感謝

しなければならないだろう。そして, こうし

た,怒 濤の整備の時代は,オ イルショックに

冷や水を浴びせられ,終 焉を迎えた筈だつた。
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*

建築の世界と比べ,土 木の世界が不幸であ

ると思うことがひとつある。高度成長期以降,

建築の世界でも当然ながら規格大量生産が進

んだ。全国,同 じ間取りで同じ建物の公務員

住宅や,公 団住宅など枚挙にいとまがない。

ハウスメーカーが作る住宅も,規 格大量生産

品と言っても過言ではないだろう。しかし,

そうではない建築物を求める施主が,少 なか

らず存在し続けた。かたや土木の世界では,

事業主体の殆ど全てが,公 共もしくは公共的

な性格の強い企業である。標準設計のものづ

くりは,あ っという間に,全 ての事業主体に

広まって,何 もかも全てが,そ れだけになっ

てしまった。土木技術者は,不 幸にも標準設

計だけしかない世界に,長 い問, どつぷりと

浸り続けてしまったのだ。そのため,土 木の

世界では,気 がつくと,大 学では設計も製図

も教えなくなり,実 務では,そ んなに急いで

作る必要がなくなったにも拘わらず,標 準設

計が使い続けられた。そして,い つしか,エ

レジエアとしての工夫も,知 恵も殆ど要らな

iJ,機械的 ・マニュアル的な作業を,堂 々と
'設

計」と呼ぶようになってしまった。バブ

ルの狂乱期も,そ れを過ぎた今でもなお,標

準的な設計が亡霊のように, しかし,確 実に

存在している。

*

標準設計の設計業務を積算する基本は,
'図

面一枚なんば」である。なぜなら,実 際

に。そこにある殆ど全てが,標 準設計図集を

現場に合わせて書き直すだけの作業だったか

らだ。しかし,標 準設計が事実上ないはずの

今もなお,そ の積算基準は変わつていない。

もとより,設 計はエンジエアの知恵と工夫と

アイディアの回まりである。そうした標準的

り方ではない設計のために, この本を手に

している読者諸兄も多いと思う。真剣に考え,

んとかひねり出した技術的なアイディアは,

しでも高く売りたいと思うのが,正 しいプ

口魂である。設計業務の入札制度は,そ のプ

ロ理に応えるようなものになっているだろう
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か ?や る気のある,そ して実力のあるエンジ

エアが政肩できるような業界でなければ,技

術の進歩も, 日本の土木技術の未来もないの

ではないかと思う。なんの力もない筆者では

あるが,遅 ればせながら, ここ数年, どんど

ん変わつてきている入札制度改革の行く末を,

見守つていきたいと思っている。

*

いつだったか,土 木業界としては結構珍し

い橋梁のデザインコンペがあった。筆者も土

木景観屋の端くれ, こういう機会は,是 が非

でも行かねばならないと思い,そ の公開最終

審査会を見に行った。そのコンペは,実 施設

計を決めるものであったにも拘わらず,主 催

者側配慮により,応 募条件が比較的寛容で

あった。そのため,土 木 ・建築織り交ぜた各

方面からの応募があったようだ。しかも,最

終審査に残った作品だけでなく,応 募作品の

全てがパネル展示されていた。おもしろいこ

とに,土 木系の方の応募作品なのか,建 築系

の方の応募作品なのか,作 品を見るだけで簡

単に見分けることが出来た。なぜなら,土 木

系の方の作品は,そ の殆どが,標 準的な設計

をかっこよくアレンジしたものであったのだ。

実施設計のコンペであったからこそ,そ うな

のかも知れないが, こんなところにも,標 準

設計の亡霊を見た思いがした。土木技術者の

発想は標準設計の呪縛から逃れきれていない

のかもしれないと。その一方で,建 築の方の

作品には,橋 梁を大胆な造形として捉えてい

るものがいくつかあった。それを見た筆者は,

実は 「橋梁のなんたるかが解っていない」と

大いに不満を感じた。景観屋としての正統な

不満も勿論ある。しかし,そ れだけではなく

標準的な設計が,筆 者自身にも刷り込まれて

いることも, この不満と無縁ではなさそうで

ある。苦笑いするしかない。かく言う筆者自

身の中にも,標 準設計の亡霊が居たのである。

*

さて,読 者諸兄の発想の中にも,標 準設計

の亡霊は取り憑いて居るだろうか。
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